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主な内容 

 序論 病院避難に関する文化的検討 
 
第１回 災害医療フォーラム in 福島 
 １．病院からの患者避難： 

   東日本大震災・高田病院の場合 

 ２．阪神・淡路大震災の火災からの病院避難経験 

 ３．できたこと、できなかったこと、そして教訓 

   ～新潟中越大震災での全患者避難の経験を通して～ 

 ４．大学病院：避難患者の中継基地としての機能について 

 ５．NY を襲ったハリケーンサンディからのタイムライン避難        

計画とその実際 

 ６．総合討論：災害時，医療者はどうあるべき 

 

 

第２回 災害医療フォーラム in 東京 第Ⅰ部 
 １．常総水害での病院避難 

 ２．小千谷での病院避難～新潟県中越地震～ 

 ３．電気回路の事故による全館停電時の患者避難の実態 

 ４．東日本大震災の津波被害と復興 

 ５．熊本地震での病院避難 

   ～病院の立場から～ 

 
第２回 災害医療フォーラム in 東京 第Ⅱ部 
 １．新宿駅周辺地域における大震災時の多数傷病者に関する

地域連携による対応力向上の取り組み 

 ２．被災地における保険医療情報の共有化技術の実装と課題 

 ３．熊本地震での病院避難 

   ～DMAT の立場から～ 

 ４．建築分野から考える病院防災 

 ５．総合討論：経験から学ぶ 
 

 


